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 相模湾西部海域は、1989 年の手石海丘の海底火山噴火や数年ごとに発生している伊豆半島東方沖群発地震な

ど地殻変動が非常に活発な海域である。海洋科学技術センター（現独立行政法人海洋研究開発機構）は、1993 年

に地殻変動活動の盛んな相模湾初島沖水深約 1,174m の海底に深海底総合観測ステーションを設置し、地震・圧力・

水温・流向流速を測定するとともに、テレビカメラによる深海生物等の観察を行っている。2000 年にはケーブル

を含めたシステム全体を更新し、水中で着脱可能な拡張用接続コネクターが新たに設けられて、新しい観測機器の

追加接続が可能となった。 

 2005 年 1 月 9 日から 14 日にかけて、海洋調査船「なつしま」と無人探査機「ハイパードルフィン」を用いて、

深海底総合観測ステーションの拡張用接続コネクターに海底微圧計・海底重力計・海底電位差磁力計を海底で接続

した。その後、観測機器の調整等を行なった結果、良質なデータが取得されていることを確認し、2 月 10 日より

長期連続観測を開始した。 

 また、今回の海底実験では、海底ケーブルに多様な観測装置を接続するために必要となる、インターネット

上での通信方式（インターネットプロトコル：IP）に準拠したセンサーインターフェイスの実用試験を実施した。

科学観測用海底ケーブルには今後様々な観測機器が接続され、地震や津波に対する研究および防災・海洋生物研

究・海底資源調査・海洋環境研究など多くの分野で利用される。多種多様な観測機器を接続するためには、統一さ

れたセンサーインターフェイスが必要となる。今回は、LINUX オペレーティングシステムを搭載し、様々なタイプ

のセンサーのイーサネット接続を可能とする基幹装置（Linux Box と呼ぶ）を新たに開発し、深海底総合観測ステー

ション接続した。今回は、センサーとして海底微圧計を Linux Box に取り付けて長期試験観測を開始した。 


